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我
が
国
と
中
国
経
済
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
四
月
十
三
日
、
中
国
国
家
統
計
局
が
今
年
の
第
一
・
四
半
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
物
価
変
動
を
差
し
引
い
た
実
質
で
、
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
八
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
五
期
連
続
で
鈍
化
し
、
伸
び
率
は
約

三
年
ぶ
り
の
低
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
国
の
中
央
銀
行
に
あ
た
る
中
国
人
民
銀
行
は
、
外
国
為
替
市
場
で
の
対
米
ド

ル
に
つ
い
て
、
人
民
元
の
一
日
の
変
動
幅
を
人
民
銀
行
が
取
引
の
目
安
と
し
て
示
す
基
準
値
の
上
下
〇
・
五
％
〜
一
・
〇
％
に

拡
大
す
る
と
発
表
し
た
。
対
ド
ル
の
変
動
幅
拡
大
は
、
五
年
ぶ
り
と
な
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
世
界

第
二
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
な
っ
た
中
国
の
経
済
情
勢
動
向
は
、
我
が
国
の
経
済
政
策
を
進
め
る
上
で
注
視
が
必
要
で
あ
り
、
必
要
に

応
じ
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
発
表
さ
れ
た
第
一
・
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
、
我
が
国
政
府
は
ど
の
よ
う
に
分
析
を
し
て
い
る
の
か
。
景
気
の

減
速
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

中
国
経
済
に
お
い
て
、
バ
ブ
ル
の
状
況
が
存
在
し
て
そ
れ
が
は
じ
け
る
状
況
に
あ
る
と
、
我
が
国
は
み
て
い
る
の
か
、
野

田
内
閣
の
見
解
如
何
。

一



三

中
国
人
民
銀
行
が
対
ド
ル
の
変
動
幅
拡
大
を
す
る
と
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
我
が
国
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
中
国
が
市
場
介
入
を
通
じ
人
民
元
の
相
場
を
不
当
に
低
く
抑
え
て
い
る
と
い
う
批
判
が
、
国
際
経
済
の
中

で
は
根
強
い
が
、
我
が
国
政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
つ
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
我
が
国
経
済
の
デ
フ
レ
状
況
を
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
今
後
中
国
の
経
済
の
動
き
に
対
し
、
あ
る
い

は
中
国
の
経
済
政
策
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


